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 高性能容器に収納されている炭酸塩スラリー廃棄物を、採取深さ位置を変えて採取し、各種分析を行い、

スラリーの性状と採取深さ位置の関係を調べた。その結果、粒子の沈降に由来すると推定される性状の違

いが観察された。 
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1. 緒言 

多核種除去設備の前処理設備から発生するスラリー廃棄物は、インベントリ評価などの各種性状調査が

必要であり、前報までに、スラリー廃棄物の粒度分布測定結果や放射化学分析結果等を報告した[1]。高性

能容器（HIC）に収納されている炭酸塩スラリーは上澄み水の発生が観察されており[2]、上層と下層ではス

ラリーの性状が異なると予想される。今回、増設多核種除去設備の前処理設備から発生し、約 5 か月間 HIC

に保管されていた炭酸塩スラリー廃棄物を、いくつかの異なる深さから採取し、ICP-AES による元素濃度

分析と放射化学分析等の各種分析を行い、スラリーの性状と採取深さ位置の関係を調べた。 

2. 試料及び分析の概要 

スラリー試料は、同一の HIC より採取深さ位置を 60cm、100cm、150cmと変えて採取した。試料は高線

量（5mLの試料をバイアルに封入した状態での表面線量率（βγ）が 100 mSv/h 以上）であるため、コン

クリート遮蔽セル内での遠隔操作にて、試料の撹拌（均一化）、分取、溶解及び希釈等の作業を実施した。

溶解させた試料の ICP-AES による元素濃度分析と放射化学分析を実施した。また、同じく分取した試料を

加熱させ蒸発乾固を行い、乾固前後の質量測定により、試料中の固体成分の割合を算出した。 

3. 分析結果及び考察 

元素濃度分析の結果、Mg、Ca、Na 等が検出されたが、各試料の金属元素組成比に違いは認められず、

採取深さに関係なくスラリー中の固体成分の組成は同一であると推察する。一方、スラリー中に占める固

体成分の割合は、表 1 の通り深さ 60cm の試料に比べて、100cm と 150cm の試料が大きい結果となった。

また、Sr-90 放射能濃度の結果も同様の傾向となり、固体成分の割合と Sr-90 放射能濃度に相関性がみられ

た。スラリー中の粒子が沈降することにより、下層のスラ

リーの固体成分の割合が上昇し、その結果、Sr-90 濃度も高

くなったと推定される。これらの結果は、スラリー試料の

インベントリ評価や、今後のインベントリ評価の際のスラ

リー試料の採取深さ位置の検討に役立てられる。 

※本成果は、経済産業省／平成 26年度補正予算「廃炉・汚染水対

策事業費補助金（固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発）」の

一部である。 
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採取深さ 

位置 [cm] 

固体成分の 

割合 [%] 

Sr-90 濃度※ 

[Bq/cm3] 

60 15.7 (5.2±0.1)×107 

100 22.7 (7.2±0.1)×107 

150 23.6 (8.1±0.2)×107 

表 1 採取深さ位置とスラリー分析結果 

※ 試料の採取日において補正。 
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